
大阪府の自殺の状況
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•全国の自殺者数は、平成10年以降年間３万人を超えて高止まりの状態でしたが、平成22年から減少傾向となり、平成24年から継続して３万人を下回っています。

•大阪府の自殺者数も全国と同様に推移し、平成10年に２千人を超え、一気に３割以上の増加後、若干の変動はあるものの横ばい状態で推移していましたが、平成
23年より減少傾向となり、２千人を下回りました。

•令和２年は新型コロナウイルス感染症の拡大といった要素があり、全国の自殺者数は11年ぶりに増加し、令和６年は前年より1,517人減少して20,320人でした
が、令和２年以前の状況には戻っていません。

•大阪府でも同様に平成30年以降横ばい状態でしたが、令和２年に増加し、令和６年は前年より104人減少して1,279人となりましたが、１日に約４人の方が亡く
なられている状況です。

•令和６年の大阪府の自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数）は、14.6となっています。

図１ 図２令和6年の状況
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自殺未遂歴の有無では、「あり」は241人（18.8％）で約２割を
占めています。「なし」は1,031人（80.6％）となっています。

男女別に自殺未遂歴の有無をみると、男性の自殺未遂歴「あり」の割合は116人
（13.7％）、女性の自殺未遂歴「あり」の割合は125人（28.9％）となっており、女性
の自殺未遂歴「あり」の割合が男性の約２倍多くなっています。
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総数 男 女

R2年 1,409 881 528

R3年 1,376 864 512

R4年 1,488 976 512

R5年 1,383 887 496

R6年 1,279 847 432
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【自殺者数の傾向】
〇令和６年の自殺者数は前年と比べて減少。（全国も同様）前年より104人減の1,279人であった。
〇男性は40人減少し（対前年増減率-4.5％）、女性は64人減少した（対前年増減率-12.9％)。
→令和5年、令和６年と減少しているものの高止まりの状況で、令和２年以前の状況に戻っていない。

表１ 図１

経年の状況（令和２年から令和６年）
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経年の状況（令和２年から令和６年）年齢別

女性は、令和６年について、令和５年より、 「20歳未満」
（対前年増減率＋33.3％）「80歳以上」（対前年増減率
＋2.0％）で増加し、「60～69歳」は増減なし、それ以外
の年代では減少した。39歳以下の自殺者が全体の
28.5%、60歳以上が全体の36.1％を占めている。

男性は、令和６年について、令和５年より、「20歳
未満」（対前年増減率＋47.1％）「50～59歳」（対
前年増減率＋4.8％）において増加し、それ以外の
年代では減少した。

令和６年は、「20歳未満」以外の年代で減少した。
「20歳未満」は53人と令和５年より15人増。（対
前年増減率＋39.5％）



「学生・生徒等」では、令和６年について、令和５年より、男性が13人（対前年増減率
＋39.4%）増加し、女性が14人（対前年増減率＋77.8％）増加した。
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経年の状況（令和２年から令和６年）職業別



令和６年について、「健康問題」が最も多く、次いで「経済・生活問題」、「家庭問題」の順となっている。
「経済・生活問題」、「学校問題」が令和５年より増加しており、「経済・生活問題」は令和3年以降増加傾向である。
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経年の状況（令和２年から令和６年）原因動機別
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